	

	●○○　第１５７回あすか倶楽部　定例会　●○○

テーマ：貸金業界の現状と金融トラブルについて
講　師：日本貸金業協会　業務企画部部長　遠藤　清一 氏
日　時：2013年11月16日（土）14:00 ～ 17:00

場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	


１．日本貸金業協会とは
a)日本貸金業協会は平成19年12月19日、改正貸金業法に基づき、内閣総理大臣の認可を受け、貸金業会の自主規制機関として設立した。およそ貸金業者の約６０％が加盟している。
b)貸金業を行うために義務づけられた貸金業務取扱主任者の資格試験に係る実施機関でもある。この資格は国家試験でもあり、合格率は約３０％である。更に3年に1度の登録更新が必要。その為の講習会は厳しく、居眠りも許されない。たとえば30分以上目を瞑っていると失効とさせる。
２．日本貸金業協会の目的と取り組み
a) 消費者からの相談対応や苦情処理及び紛争解決を行う。
b)テレビ、インターネット、新聞の広告審査を行っている。スポーツ新聞では違法な広告が掲載されることもある。
c)協会加盟の各貸金業者が法令、自主規制などを守っているかどうかの書類監査は年一回全会員と実地監査は年間100社程度実施している。
d)広報、啓発、調査研究を行っている。ローン・キャッシングについての冊子を消費者センター、高校の卒業式、成人式等で配布した。（毎年約２０万部発行）
３．現状のローンの状況について
a)多重債務者（借入５社以上）６年前171万人が本年9月22万人急激に減った。また、破産件数も多い時には年間20万件ありましたが、一昨年は10万件で、昨年８万件、今年は7万件ぐらいに減ると思われる。

b)最近では学生証にクレジットカード機能が付いている。携帯電話代を引き落とせなくなり、情報で注意扱いとなってしまうケースもある。
c)学生の中には、利息の計算が良くできないものもいた。又、親が住宅ローンを銀行から借りて購入した家に住んでいるが、これはローンではないと答えた学生もいた。
d)20歳以上は平均3枚以上のクレジットカード持っている。流通系が発行しているものは年会費無料が多い。
e)トラブルとしては、内部要因と外部要因がある。内部要因としては、契約書を見ないことや取引履歴を保管していなことである。外部要因としては、スキミングやフィッシングの被害などである。その他では都内では少なくなってきたが、地方ではデート商法に引っ掛かってクレジットカードを使ってしまう場合がまだある。被害に合わないようにするためには、家族と相談する、契約してしまったらクーリングオフ制度を活用するなどである。但しクーリングオフは期間が短いので注意を要する。また、絶対儲かるとか点検商法等も注意が必要。
　お年寄りのお金の出し入れをする場合などは、悪意を持った者から狙わる事があるので注意が必要。

４．質疑応答
・スキミングについて
財布に入れたままでもクレジットカードの情報をこっそり抜き取り、別のカードに情報を入れて、そのカードが使われて、知らずに被害がおきる。スキミング防止には数枚のカードを重ねておくとか、スキミング防止用の財布も効果がある。

使用者の落ち度がなく、使っていないことが判れば、クレジットカードの会社の保険が適用されるとのこと。その他のフィッシングでクレジットカードの情報を抜き取る手口もある。

・ＡＤＲについて

消費者金融は、実際に使われている貸し金の金額は、平均50万円が多い。貸金業協会で扱ったＡＤＲは年間に5件程度。今まで消費者から申し出は、過払い金や契約内容が不明なことであった。一番大事なのは取引明細を持っていることである。協会加盟の貸金業者は、必ず消費者に取引明細書を交付している。ＡＤＲは時間が掛からないことがメリットである。

【所見】
多重債務者が多く減ったのは、やはり法改正の効果があったためと感じた。最近テレビでも話題になった、偽装質屋問題は貸金業協会でもどうすることもできない問題であると思う。
価値のない商品に対してお金を貸して、高齢者の年金等を担保に取るなど、高齢者を保護するためには、さらに別な枠組みの法制度も必要になってくるかもしれない。

お金の問題はとかく個人の問題なので、なかなか友人同士でも話しにくい問題である。お金についてももっとオープンで情報交換ができる雰囲気になれば、さまざまに手を変える悪徳金融業者から、少しでも金融リテラシイの低い情報弱者を救うことになると思う。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　　22期　清水栄助

